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を
受
け
て
、10
月
15
日
、田
中
邦
友
議
長
が
、

山
﨑
昇
区
長
、
田
中
稔
住
民
協
議
会
長
（
押

上
二
丁
目
町
会
長
）
と
と
も
に
、
国
土
交

通
省
都
市
局
長
に
対
し
て
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

　

墨
田
区
議
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
中
、
ど

の
よ
う
な
事
態
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

財
源
措
置
を
盤
石
に
す
る
た
め
、「
墨
田
区

連
続
立
体
交
差
事
業
基
金
条
例
」
を
可
決

し
ま
し
た
。
条
例
の
概
要
は
、
毎
年
度
予

算
の
中
か
ら
一
定
額
を
基
金
と
し
て
積
み
立

て
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

財
政
負
担
と
ま
ち
づ
く
り
及
び
渋
滞
・

危
険
解
消
の
バ
ラ
ン
ス
を
し
っ
か
り
と
考

え
、
立
体
化
を
更
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

自
民
党
は
東
武
伊
勢
崎
線
２
号
踏
切（
押
上
）の

立
体
化
を
推
進
し
て
い
ま
す

グ
ラ
フ
は
、
現
在
考
え
ら
れ
て
い
る
財
源
構

成
で
す
。

　　

自
民
党
と
し
て
は
、
次
の
二
点
に
つ
い
て

議
論
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

第
一
に
、
東
武
鉄
道
が
事
業
者
責
任
と

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
は
じ
め
、
大
き
な
貢

献
を
す
べ
き
だ
と
い
う
点
で
す
。
東
武
鉄

道
は
鉄
道
立
体
化
に
つ
い
て
、
東
武
鉄
道
は

鉄
道
運
行
の
高
速
化
や
危
険
の
解
消
な
ど

に
お
い
て
大
き
な
便
益
を
受
け
ま
す
。

　

負
担
割
合
に
つ
い
て
は
、
図
の
通
り
、
全

国
一
律
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
の
で
、
鉄

道
事
業
者
に
負
担
額
を
増
や
し
て
も
ら
う

こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
区
議
会
で
は
、
区

長
側
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
や
周
辺
道
路
整

備
に
つ
い
て
（
東
武
鉄
道
に
）
協
力
を
求
め

た
い
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
二
に
、
墨
田
区
の
財
政
負
担
に
代
わ
っ

て
、
財
政
力
の
豊
か
な
東
京
都
が
よ
り
多

く
の
負
担
を
す
べ
き
だ
と
い
う
点
で
す
。
東

京
都
と
墨
田
区
の
負
担
割
合
は
、
３
：
７
で

す
が
、
痛
ま
し
い
踏
切
事
故
を
受
け
て
立

体
化
を
進
め
て
き
た
葛
飾
区
竹
ノ
塚
の
踏

切
で
は
、
負
担
割
合
が
５
：
５
と
さ
れ
ま
し

た
。
伊
勢
崎
線
２
号
踏
切
は
『
東
京
都
踏

切
対
策
基
本
方
針
』
に
お
い
て
重
点
踏
切

に
は
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、「
鉄

道
立
体
化
の
検
討
対
象
区
間
」
の
20
区
間

か
ら
は
外
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
東
京
都
が

財
源
負
担
を
増
や
さ
な
い
理
由
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
自

民
党
と
し
て
も
桜
井
浩
之
・
川
松
真
一
朗
両

都
議
会
議
員
と
連
携
し
な
が
ら
、
東
京
都

に
強
く
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
財
源
問
題
を
国
や
東

京
都
に
強
く
働
き
か
け
る
た
め
、
墨
田
区
、

墨
田
区
議
会
、
住
民
の
三
者
が
一
体
と
な
っ

た
、
東
武
伊
勢
崎
線
（
と
う
き
ょ
う
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
駅
付
近
）
連
続
立
体
交
差
事
業

促
進
連
絡
協
議
会
が
発
足
し
、
さ
ら
な
る

事
業
の
推
進
体
制
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

　

こ
の
立
体
化
事
業
は
、
東
武
伊
勢
崎
線

と
き
ょ
う
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
駅
付
近
の
約
0.8
km

に
及
ぶ
鉄
道
を
立
体
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

①
踏
切
を
解
消
し
て
桜
橋
通
り
の
渋
滞
や

危
険
を
緩
和
し
、
②
南
北
に
分
断
さ
れ
た

ま
ち
づ
く
り
の
一
体
化
を
め
ざ
し
、
ま
ち
の

発
展
を
図
る
も
の
で
す
。
こ
の
事
業
は
墨

田
区
主
体
で
行
わ
れ
、
平
成
27
年
に
都
市

計
画
決
定
、
28
年
度
に
事
業
認
可
を
受
け
、

29
年
か
ら
着
工
し
て
平
成
35
年
度
ま
で
の

完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
き
な
財
源
を
伴
う
整
備
で

あ
る
た
め
、
財
政
状
況
の
厳
し
い
本
区
に

あ
っ
て
、
こ
の
財
源
を
ど
う
確
保
す
る
か
、

区
議
会
で
議
論
を
し
て
き
ま
し
た
。
次
の

東部伊勢崎線
（とうきょうスカイツリー駅付近）連続立体交差

事業促進連絡協議会

田中邦友　副会長
墨田区議会鉄道立体化促進議員連盟会長

坂下 修　理事
墨田区議会鉄道立体化促進議員連盟幹事長

西原文隆　理事
墨田区議会鉄道立体化促進議員連盟幹事

自
民
党
は
東
武
伊
勢
崎
線
２
号
踏
切（
押
上
）の

自
民
党
は
東
武
伊
勢
崎
線
２
号
踏
切（
押
上
）の

鉄道側（15%） 約41億円

国（55%） 約129億円

東京都（30%）約31億円

都市側（85%）約234億円

地方（45%）約105億円

墨田区（70%）約74億円

都市計画交付金・都区財政調整として
東京都から交付されるもの（30%） 約22億円

区一般財源（70％） 約52億円

総事業費（約275億円）の内訳
※国の基準による



［ 

一
般
質
問 

］

［ 

質
問
内
容 

］

 ◉ 

防
災
対
策
に
つ
い
て

● 

東
日
本
大
震
災
の
際
に
負
傷
者
は
病
院
を
目
指
し
、

地
域
内
に
配
置
さ
れ
た
医
療
救
護
所
に
集
ま
り
に

く
か
っ
た
。
今
回
、
そ
の
教
訓
に
よ
り
見
直
さ
れ

た
新
し
い
災
害
医
療
計
画
を
受
け
、
墨
田
区
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
確
認

● 

区
は
水
上
バ
ス
を
運
航
す
る
東
京
都
公
園
協
会
と

協
定
を
締
結
し
、
災
害
時
に
備
え
た
各
種
訓
練
も

実
施
し
て
き
た
。
し
か
し
、
北
十
間
川
や
横
十
間

川
を
利
用
す
る
場
合
、
水
上
バ
ス
で
は
不
可
能
で

あ
る
。
川
沿
い
に
病
院
も
あ
っ
て
負
傷
者
や
救
急

物
資
な
ど
も
運
べ
る
た
め
、
観
光
用
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
を
行
っ
て
い
る
民
間
事
業
者
と
も
是
非
協
定
を

結
ぶ
べ
き
と
主
張

● 

被
災
時
に
家
屋
が
倒
壊
し
て
身
動
き
が
と
れ
な
く

な
っ
た
際
に
、
音
を
鳴
ら
す
こ
と
で
居
場
所
を
知

ら
せ
る
防
災
ホ
イ
ッ
ス
ル
や
防
災
ブ
ザ
ー
を
区
民

に
配
布
す
る
こ
と
を
提
案

◉ 

自
主
財
源
確
保
に
つ
い
て

● 

財
源
確
保
の
た
め
、
区
施
設
な
ど
の
命
名
権
売
却

を
提
案

［ 

一
般
質
問 

］

［ 

質
問
内
容 

］

 ◉ 

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

本
年
12
月
１
日
か
ら
「
墨
田
区
客
引
き
行
為
等
の

防
止
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
る
。
東
京
都
迷
惑

防
止
条
例
の
対
象
外
で
あ
る
居
酒
屋
や
カ
ラ
オ
ケ
等
の

客
引
き
も
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

最
近
の
錦
糸
町
駅
周
辺
で
は
、
居
酒
屋
の
客
引
き
た

ち
が
た
む
ろ
し
、
地
域
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
今
回

の
条
例
で
は
、
こ
う
し
た
客
待
ち
行
為
の
規
制
を
明
文

化
し
て
い
な
い
が
、
条
例
の
施
行
に
よ
り
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
か
質
問
し
た
。

　
（
答
弁
）
東
京
都
の
迷
惑
防
止
条
例
や
道
交
法
な
ど
、

他
の
法
令
に
抵
触
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
本
条
例

に
基
づ
く
パ
ト
ロ
ー
ル
の
中
で
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い

く
。

 ◉ 

社
会
教
育
活
動
の
充
実
に
つ
い
て

　

社
会
教
育
主
事
の
重
要
性
を
述
べ
、
現
在
置
か
れ
て

い
な
い
墨
田
区
で
も
任
命
す
べ
き
。

 ◉ 
食
育
に
つ
い
て

　

墨
田
区
は
、
来
年
度
に
全
国
食
育
大
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
区
や
区
民
の
取
り
組
み
に
よ
り
全
国
的
に
評

価
さ
れ
て
い
る
。
来
年
の
食
育
大
会
に
向
け
て
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
質
問
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
い
く
つ
か
提
案
を
行
っ
た
。

［ 

代
表
質
問 
］

［ 

質
問
内
容 

］

   ◉ 

教
育
委
員
会
改
革
に
つ
い
て

● 

区
議
会
で
の
教
育
長
の
選
任
同
意
の
手
続
き

● 

教
育
委
員
の
調
査
環
境
の
向
上
と

　
教
育
長
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

● 

教
育
委
員
の
定
数
増
加

● 

新
制
度
に
お
け
る
「
教
育
の
大
綱
」
と
現
行
の

　
「
教
育
指
針
」
と
の
関
係

● 

開
か
れ
た
教
育
委
員
会
へ
向
け
て
の

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

◉ 

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

来
年
度
か
ら
始
ま
る
予
定
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
に
財
源
や
制
度
の

あ
り
方
に
つ
い
て
不
明
確
な
点
が
多
い
た
め
、
私
立
幼

稚
園
の
多
く
が
新
制
度
へ
の
移
行
へ
の
判
断
を
し
か
ね

る
状
況
に
あ
る
。
墨
田
区
と
し
て
こ
の
状
況
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
質
問
し
た
。
ま
た
、
保
育
園
に

つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
待
機
児
童
解
消
へ
の
取
り
組

み
と
の
整
合
性
や
、
保
育
の
質
の
確
保
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

◉ 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と

　 

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

● 

日
常
生
活
圏
域

● 

医
療
・
介
護
の
連
携
体
制
の
充
実

● 

医
療
・
介
護
に
係
る
区
の
組
織
改
正

● 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
医
療
情
報
の
一
元
化

● 
医
療
・
介
護
連
携
の
メ
リ
ッ
ト
と
は

● 

要
支
援
者
に
対
す
る
新
し
い
総
合
事
業
に
つ
い
て

◉ 

福
祉
作
業
所
に
つ
い
て

　

３
か
所
の
区
営
福
祉
作
業
所
は
、
い
ず
れ
も
建
物
の

老
朽
化
が
進
み
、
耐
震
性
な
ど
か
ら
廃
止
の
方
向
性
が

示
さ
れ
て
い
る
施
設
も
あ
る
。
障
害
者
の
方
々
が
働
け

る
場
所
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
施
設
の
統
廃
合
や
民

間
の
福
祉
作
業
所
へ
の
委
託
を
考
え
る
べ
き
。
次
期
基

本
計
画
に
向
け
て
、
福
祉
作
業
所
の
将
来
や
障
害
者
施

策
の
方
向
性
を
示
す
よ
う
求
め
た
。

   ◉ 

産
業
振
興
に
つ
い
て

● 「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
」
及
び

　
「
商
工
会
及
び
商
工
会
議
所
に
よ
る

　
小
規
模
事
業
者
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
に
つ
い
て

● 

東
京
商
工
会
議
所
墨
田
支
部
か
ら
の

　
要
望
へ
の
対
応
に
つ
い
て

● 

国
家
戦
略
特
区
の
指
定
に
つ
い
て

墨田区議会議員

福田 はるみ

墨田区議会議員

しもむら 緑

墨田区議会議員

林 恒雄

第
三
回
定
例
会

本
会
議
で
の
質
問
一
覧
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＜第３回定例会・特別委員会の様子＞

▲質問する樋口敏郎議員

▲沖山仁議員 ▲発言する
　中沢えみり議員▲

区民文教委員会での
坂下修議員

▲質問する西原文隆議員

▲産業都市委員会での
　加藤拓議員

都営「墨３８系統バス路線」について
　都営バス「墨 38系統」は、乗車率の低下などから廃止が示
唆されましたが、運行便数の減少及び区による損金分の負担割
合の増などによって、運行が延長されてきました。
　今年度で東京都との協定期間が終了するため、墨田区議会
では、全会一致で「墨３８系統」の存続ができないのであれば、
公共交通機関の役割と、これまでの経緯を踏まえ、東京都が責

任を持って代替措置
を講ずるよう求める意
見書を提出しました。

公共交通機関の役割と、これまでの経緯を踏まえ、東京都が責

＜企画総務委員会＞ ＜福祉保健委員会＞

両国公会堂跡地の
活用事業候補者の選定について

　両国公会堂跡地への「刀剣博物館」設置について、前回の
定例会にて、「計画の考え方」及び「施設の概要」が報告され、
その後公益財団法人日本美術刀剣保存協会から正式に応募を
受け、選定委員会を設置し、審査を行った結果、同協会を活
用事業候補者として選定したとの報告がなされました。
　今年度中に基本協定を締結し、平成２７年度より解体工事、
建設工事を行い、平成２９年春に刀剣博物館を開館する予定
です。日本美術刀剣保存協会が建設及び運営の費用を全額
負担します。

旧木下川小学校用地における
特別養護老人ホーム等整備について
　旧木下川小学校用地における特別養護老人ホーム等の整備
運営事業候補者を決定したとの報告がありました。施設内容は、
地上５時階建てで、定員が１４４人の予定です。
　選定方法については、１０応募事業者に対し、区職員４名、
学識経験者１名で、一次、二次審査を行い、副区長を委員長と
した選定委員会においてもっとも高い評価を受けた以下の事業
者を事業候補者として選定いたしました。今後は東京都と補助
協議を進めていくとしています。
　平成２７年１２月頃に工事着工し、平成２９年４月に施設開設
の予定です。

刀剣博物館
イメージ図

▲質問する樋口敏郎議員

▲発言する
　中沢えみり議員

▲沖山仁議員 ▲発言する▲発言する

▲質問する西原文隆議員

▲産業都市委員会での

▲質問する西原文隆議員▲質問する西原文隆議員

補正予算について
● 小学校費
通学路防犯設備整備事業費 7,600,000円
今年度、小学校の防犯カメラ設置に
対し東京都の補助制度がスタートい
たします。
３か年計画、一年目：４校、
二年目：１０校　三年目：１０校を予定。
ＰＴＡ、近隣町会、警察、地域と防
犯カメラの設置場所等協議する。
一校あたり５台を補助予定。

防災拠点型
地域交流スペース 短期入所  生活介護

特養ユニット型

特養ユニット型

特養従来型

防災拠点型
地域交流スペース デイサービス診療所管理部門防災備蓄倉庫

施設概要



佐藤 篤
 区民文教委員会委員
 都市開発・
 　災害対策特別委員会委員

京島 3-18-4         090-8567-8293

加藤 拓
 副幹事長・議会運営委員会委員
 産業都市委員会委員
 行財政改革等

 　特別委員会委員
緑 1-2-12-503         050-1334-9640
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沖山 仁
 産業都市委員会委員
 行財政改革等

 　特別委員会委員

京島 1-39-1-918         3617-6558

樋口 敏郎
 幹事長・
 　議会運営委員会委員長
 企画総務委員会委員
 観光対策特別委員会委員

八広 3-6-3         3617-4129

林 恒雄
 福祉保健委員会副委員長
 都市開発・

 　災害対策特別委員会委員

江東橋 1-8-7         3631-1934

しもむら 緑
 区民文教委員会委員
 都市開発・

 　災害対策特別委員会委員

亀沢 4-22-8-608         6658-4595

福田 はるみ
 産業都市委員会委員長
 行財政改革等

 　特別委員会委員

業平 4-5-16         3625-8139

中沢 えみり
 福祉保健委員会委員
 行財政改革等

 　特別委員会委員

堤通 1-5-9         080-5008-9930

山本 亨
 副幹事長・議会運営委員会委員
 企画総務委員会委員
 観光対策特別委員会委員

向島 5-42-3         3622-0010

瀧澤 良仁
 副幹事長・議会運営委員会委員
 区民文教委員会委員長
 都市開発・
 　災害対策特別委員会委員

墨田 5-33-4         3611-4003

西原 文隆
 産業都市委員会委員
 観光対策特別委員会

 　委員長

押上 1-25-5         3622-9570

出羽 邦夫
 企画総務委員会委員長
 観光対策特別委員会委員

八広 4-11-19         3616-5834

田中 邦友
 墨田区議会議長
 福祉保健委員会委員
 観光対策特別委員会委員

八広 1-39-17         3616-7014

坂下 修
 墨田区監査委員
 区民文教委員会委員
 行財政改革等

 　特別委員会委員
向島 3-18-10         3625-1810

すみだ自民党
議員紹介

墨田区議会自由民主党の所属議員です。
お近くの議員にご相談ください。

行動します!  We Take ACTION!!

ホームページもチェック！ 墨田区議会自由民主党http://jimin-sumida.jp/ お気軽にご意見を
お寄せください。
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トピックス

タイトルがありません。タイトルをお願いします！

会派視察で7月23日～25日ま
での3日間、飯塚市、北九

州市、福岡市へ。
飯塚市にて子育て支援策を伺っ
てまいりました。市所有の廃園と
なった幼稚園施設をＮＰＯ法人に
無償貸与し、管理運営をしていた
だき、子育ての活動拠点「つどいの広場いいづか」として有効活用しています。
北九州市では、「紫川マイタウン・マイリバー整備事業」について調査。紫
川の治水と周辺の市街地の一体的に計画し、市民からのアイディアを募集、
官民一体的な計画を作成。今年度終了予定だそうで、実に２８年間の整備
事業です。
福岡市では、観光・集客戦略について、「世界ＮＯ.１のおもてなし都市」実
現に向けての、組織や推進体制について調査させていただきました。
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ニュース

タイトルが入りますタイトル入ります
タイトルをお願いします！
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